
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生が集落支援員さんと学ぶ「奈古地区の移り変わり」の最終章は、奈古浦

地区在住の高齢者の皆様が「小学生」だった頃の貴重なお話の数々でした。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 子どもたちの目の前には、先輩の皆様が当時使っていた昔の生活道具や実

物の「教科書」といった「超レアもの」ばかり。今よりも少し「小さめ」の教科書を

手にとって「教科書に字が書きやすそう！」などの声が聞こえてきました。 

 「その昔、学校へは
制服ではなく和服（着
物）で登校していた」な
ど驚きのお言葉が！ 


